◎再生可能エネルギーシンポジウム １８：００開場

【第１部】基調講演　１８：４０～１９：２０
テーマ「大きく動き始めた我が国の再生可能エネルギー動向」
講　師　牛山　泉　氏(足利工業大学　学長)

現在取り組んでいる研究　
風力、太陽光、バイオマスの自然エネルギーを利用した発電など
【第２部】講演　１９：３０～２０：５０
テーマ「ＥＵで活発化する再生可能エネルギーによる町づくり」

講　師　村上　敦　氏(環境ジャーナリスト　ドイツ・フライブルク在住)
専門分野

１．環境に配慮した自治体の都市計画、交通計画、住宅地開発計画

２．自治体レベルのエネルギー政策、気候温暖化対策

　　　３．再生可能エネルギー動向
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【交　通】
○電車

ＪＲ両毛線・東武佐野線「佐野駅」、
または東武佐野線「佐野市駅」からタクシーで７分

○車
東北自動車道・佐野藤岡インターから６分
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※この事業は佐野市・足利工業大学地域連携協定の締結記念事業です。
【牛山泉】
　　　　　　　　1971年上智大学大学院理工学研究科博士課程修了、足利工業大学機械工学科専任講師、助教授を経て1985年より教授。1998年放送大学客員教授、1998年中国・浙江工業大学客員教授、1998年足利工業大学総合研究センター・センター長、2008年足利工業大学長、現在に至る。
●主な学会活動
日本機械学会フェロー、日本太陽エネルギー学会前会長、日本風力エネルギー協会元会長、NEDO新エネルギー産業技術総合開発機構風力委員会委員長、NEF新エネルギー財団企画委員会委員長及び風力委員会委員長、EWEAヨーロッパ風力エネルギー協会会員、TIMS国際風水車学会員、英国風水車保存協会終身会員など。
●主な著書
「風力発電の歴史」オーム社（2013）「風力エネルギーの基礎」オーム社(2005)、「風力エネルギー読本」オーム社(2005)、「風車工学入門」森北出版(2004)、「さわやかエネルギー風車入門」三省堂(1991)、「小型風車ハンドブック」パワー社 (1980)、「風と風車のはなし」成山堂(2008)ほか多数。
【村上敦】

●主な活動

持続可能なまちづくりを考えるイニシアティヴ「一般社団法人クラブヴォーバン」発起人・ファウンダー、再生可能エネルギーで地域を活性化するビジョンをアドヴァイス「MIT　EnergyVisionGBR」共同代表、住宅・建築に統一したモノサシを「一般社団法人日本エネルギーパス協会」発起人・アドヴァイザー、普通の人のエコロジー「NPO法人エコロジーオンライン」海外通信員。
●主な著書

「KWH=￥（キロワットアワーイズマネー）」いしづえ出版（2012）、「100％再生可能へ！欧州のエネルギー地域自立」学芸出版社（2012）、「日本版グリーン・ニューディールへの提言～フィードインタリフ思想が経済を活性化する！～」EOL-WAYS、「フライブルクのまちづくり～ソーシャル・エコロジー住宅ヴォーバン」学芸出版他多数。

再生可能エネルギーが地域を救う！


期日　３月４日（月）


場所　佐野市文化会館　小ホール


〒327-0831 佐野市浅沼町508-5


電話(0283)24-7211


主催　佐野市環境ネットワーク会議


　　　　 　　　　ＮＰＯ法人エコロジーオンライン


　佐野市





入場


無料





お問い合わせ　　　佐野市役所政策調整課　電話（０２８３）２０－３０００
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ドイツ在住環境ジャーナリスト、環境コンサルタント。日本で土木工学部、ゼネコン勤務を経て、環境問題を意識し、ドイツ・フライブルクへ留学。フライブルク地方市役所・建設局勤務後、2002年独立し、ドイツの環境、エネルギー政策など各メディアや講演をとおし紹介。自ら環境調査を続ける傍ら、自治体などのコンサルティングを務めるなど精力的に活動。


南ドイツの自治体や環境関連の専門家、研究所、NPOなどとのネットワークも厚い。








